20171015レムナント教会1部
信者（教会）とこの世（ヨハネ16：33）
先週、私たちはクリスチャンであれば、いまどういう状況であろうが、どんな過去があろうが、クリスチャンであるという一つの理由でこの世に派遣され、イエス様の実を結ぶことができる存在、実を結ぶしかない存在に作りかえられているということを確認しました。そのことを契約として握って祈っていきたいなと願います。そのときにひとつ覚悟しなければならないことがあります。この世と信者、また教会との関係がそんなによろしい関係ではありません。ですから、イエス様がおっしゃったように世にあって患難に会うようになるという覚悟の上で、しかし、それがまったく実を結ぶことに支障をきたすことでもないし、問題になることでもないし、だから、つまずく理由などないので、先に前もってわかって覚悟して、それにだまされないようにしなさいとおっしゃいました。私たちが世にあって実を結ぶようにいま生かされているものなので、この世がどういうところであって、信者、自分と教会とこの世との関係はどういうものなのかを理解することは非常に大切です。もしもその理解が正しくできていないと、世の中を生きていかないといけないので、この世を避けて逃避してしまうか、あるいは同化されて妥協してしまうようになるしかありません。でも、クリスチャンのスタンスは、この世の中にあってそういうものではありません。
この世とクリスチャン、信者、また教会との関係は、まずどういう関係なのかと言いますと、基本、信者、教会は、この世から憎まれる関係です。今日すべては読んでいませんが、それがヨハネ16章のイエス様のお話の内容です。信者、教会は、基本、この世が憎む存在なのです。そのようにまず前もってわかっていて対処していかなければいけません。なぜ私たちクリスチャン、また教会は、基本的にこの世から憎まれるようになるしかないのでしょうか。それは世の中の人は知らないでしょうけれども、この世は実は残念ながらサタンとも呼ばれる悪魔が支配しているところなのです。すばらしいこともいっぱいあります。宗教もあり、道徳の理論もあり、すごい発展もあり、すばらしい立派な芸術もあります。けれども、基本、この世というところは、悪魔が支配しているところなのだということを心に覚えていなければいけません。これはこの世をバカにするためにしている話ではありません。外見を見て、世の中がああだ、こうだと勝手に判断してはいけません。聖書に基づいて、霊的な目をもって、この世を見なければいけません。世の中には、善良な市民も多いです。貧しい人のために、困難な人のために犠牲を払ってボランティアとして働く人間も、国も、団体もあります。それを悪く言うつもりはありません。けれども、根本的に悪魔が支配するところなのです。立派な学校も教師も教授もお医者さんもいらっしゃいます。良いことをたくさんやっていることを見られます。しかし、クリスチャンの私たちがしっかりと理解していなければいけないのは、基本、悪魔が支配しているところなのです。そのことをもしも皆さんが認めなければ、クリスチャンとしての歩みは中々難しくなるでしょう。ものすごく言いにくいでしょうけれども、とても好きな人がいて、あるいはとてもかわいい家族がいるかもしれません。でも、この世というところは、基本、悪魔が支配しているところなのです。そのことを忘れないようにしてください。
エペソ2：2には、空中の権威をもつ支配者と言われています。その空中というのが、この世のことを意味します。そこを支配する支配者がいるということです。ヨハネ12：31には、世の神と書かれています。悪魔のことを世の神と言っているのです。Ⅱコリント4：4も同じです。世の神、世の支配者、悪魔、サタンと言われています。元々、この地球は、人間が地球を治めるように最初は設定されていました。しかし、人が悪魔にだまされ罪を犯した結果、その権限が一時的に悪魔の手に渡されたということを覚えていてください。もちろんこの世を支配することが悪魔であるというのは、神様がそのすべての上にいらっしゃるということが大前提です。しかし、神様の御心のゆえに、地球が終わるときまではその権限が空中の権威を持つ悪魔というものに渡されていることを覚えていていただきたいと思います。黙示録12:9にも、この世界を惑わすものと言われています。どれぐらい力があれば世界のすべてを惑わすことができるのでしょうか。それは支配者でなければできないものです。残念ながら悪魔が支配しているところがこの世なので、この世がいちばん嫌うのがイエス様なのです。彼らが意識しているかどうか関係なく、またイエス様を、真正面から反対しているか、遠回しで反対しているかということは別として、基本、この世は悪魔が支配しているところなので、イエス様を憎むようになっています。悪魔がいちばん嫌うのはイエス様です。なぜでしょうか。イエス様が、頭の頭を踏み砕くことができるキリストなので、宇宙にそのような存在はいません。だから、悪魔は他のことは何も気にしません。教育でも福祉でも芸術でも医学でも科学でも、それらは悪魔にとっては支配の範囲にあることであって、悪魔が自由自在に操ることができる、コントロールできるものであって、悪魔にとって脅威になるものは何一つありません。ひとつだけです。キリスト。キリストであるイエス様。だから、基本、この世はイエス様を憎むことになっているのですが、クリスチャンというものは、教会というものは、そのキリストであるイエス様を信じて受け入れることによって、そのイエス様が内側にクリスチャンとひとつになっています。この間も申し上げましたように、この暗やみの世界から見たときにはイエスに見える存在に作りかえられている、それがクリスチャンであり、それを教会と言います。キリストのからだなる教会という意味があるのです。皆さんがいま弱さを抱えて、厳しい辛い現実を歩いているかもしれませんが、皆さんの存在自体は、イエス･キリストを受け入れた瞬間、悪魔が見たときには、イエス様と一緒なのです。イエスの霊が宿っている不思議な存在です。そのことがわかっていないと聖書のメッセージがまったく理解できません。互いに愛し合いなさい。これだけが戒めなのだよという戒めの意味も理解できません。ですから、クリスチャンがこの世にいる間には、イエス様と同じ扱いをされるようになりますので、この世から憎まれるようになっています。だから、憎まれるのは当然です。

それでイエス様がいろいろ説明されます。これから十字架にかかるようになります。この世はイエス様を十字架につけてしまうところです。イエス様をそのように憎んでいるからです。イエス様がそうされたように、クリスチャンの私たちも同じ扱いを受けるようになるのです。だから、この世にあって患難に会う、この世から憎まれるということは、むしろ喜びなさい。あなたがたはイエス様と一つになっているそのお証しのようなものなのだよとおっしゃっているわけです。でも、多くのクリスチャンが、この世が拍手を送って歓迎してくれて、この世に認められることなどを期待しているようなのですが、もちろん私たちが悪ふざけをすることによってこの世から指差されるようなことをわざわざやってはいけないでしょう。でも、基本、憎まれる関係なので、そこでそれを破って何かの期待をするということは、今日限りすべて捨ててやめていただきたいと思います。そんなもんではありません。ある人がクリスチャンになって今まで優しかった家族が急変したというお証しはいくらでも聞いています。それは単に、なんでいきなり教会に行くのかということではありません。正確に申し上げると、あなたがたはこの世の恐怖の霊を受けた者ではなくて、神の子となる霊を受けた者なのだということです。もう霊そのものが違うのです。はっきり言うとそうです。だから、憎まれるようになるしかありません。「えー。未信者でも優しいですが…」。それは皆さんの正体が明らかにされていないからでしょう。皆さんからイエスの香りが、イエスのパワーがもんもんとまだ出ていないからかもしれません。ヨハネ16：20を見てください。「まことに、まことに、あなたがたに告げます。あなたがたは泣き、嘆き悲しむが、世は喜ぶのです。あなたがたは悲しむが、しかし、あなたがたの悲しみは喜びに変わります」。イエス様と同じ扱いをされる存在なので、この世から憎まれるしかない。それが先ほど申し上げましたように、この世の人々とは基本、その所属、身分、属しているところが違うのです。だから、憎まれるのです。ヨハネ15:19を見ると、「もしあなたがたがこの世のものであったなら、世は自分のものを愛したでしょう。しかし、あなたがたは世のものではなく、かえってわたしが世からあなたがたを選び出しのです。それで世はあなたがたを憎むのです」とあります。世の人々と同じ顔つきをして同じ飯を食って同じ職場で同じ仕事をしているでしょうけれども、基本、所属、根を下ろしているところが違うのです。だから、憎まれるようになるのです。

世の中の人々は、どこに属しているのでしょうか。残念ながら、ヨハネ8：44、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者であると言われています。私たちは、それと所属が一緒ではないのです。私たちは、あなたがたは聖霊が宿る神の神殿であることを分かっていないのかという者です。だから、真正面からぶつかるしかない関係なので、憎まれるようになるのが当然なのです。私たちは、どこに属しているのでしょうか。ヨハネ17：21、22、ヨハネ17章全体が不思議なメッセージなのですが、私たちは、父がイエス様の中に、イエス様が私たちの中に、だから、三位一体の神様が一つであるように、私たちもそれに加えられて三位一体の神様に属する存在になりました。彼らも一つになるようにしてください。皆さんがいま肉の体をもっていろいろ動いているからそのような感覚がないかもしれませんが、信仰は目に見えない事柄の保証なのです。目に見える科学に優れているから信仰が有利になるわけではありません。逆の場合が多いです。そういうことを自慢に、誇りに思っているということは、信仰にだいぶダメージを受ける可能性があります。義人は信仰によって生きるわけです。私たちは、キリストと一つになって、三位一体の神様と一つになっている存在です。そこに根を下ろして、そこに属しているものなので、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者であると言われる、それと一緒ではないので憎まれるしかないのです。それをはっきり理解しなければなりません。
それから、もう一つは間違っている信仰、あるいは信仰の無知のゆえに憎まれるようになるのです。それは聖書を持っているところから憎まれます。それもヨハネ15章、16章を読んでみると、それが明らかに説明されていますが、15:21を見ましょうか。「しかし彼らは、わたしの名のゆえに、あなたがたに対してそれらのことをみな行います。それは彼らがわたしを遣わした方を知らないからです」。その「彼ら」は、ユダヤ人のことを意味します。ユダヤ人がクリスチャンの方々を憎むようになりましたが、もちろんいちばん最初はイエス様のことを憎みました。その理由をイエス様は、彼らは神、神と言っているのですが、本当は神様のことを知らない。なぜ知らないのか。イエス様のことを知らない。それは神を知らないことなのです。イエスがキリストだという信仰告白をわかっていないと、それは無知なのです。聖書を100回読んで、聖書をすべて破って飲み込んだとしても、それは聖書を知ることでも神を知ることでもありません。23節には、「わたしを憎んでいる者は、わたしの父をも憎んでいるのです」とあります。だから、神様に対して忠誠を誓って、イエスを殺しました。それは神を殺したということになるのです。彼らは神のためにと思ってやったことでしょうけれども無知なのです。16：2、「人々はあなたがたを会堂から追放するでしょう。事実、あなたがたを殺す者がみな、そうすることで自分は神に奉仕しているのだと思うときが来ます」。彼らがこういうことを行うのは、父をも私も知らないからです。無知のゆえに、イエスはキリストですという信仰告白をしているクリスチャン、教会を、正しい教会、正しいまともなクリスチャンを憎むようになるのです。無知のゆえに。よく覚えていないといけません。だから、試みにあう理由がありません。辛いでしょうけれども、ときにはいのちが奪われることもあるでしょうけれども、それでつまずく理由はないのです。わかっているから。その歴史の中で、代表的なケースがユダヤ教、聖書を持っているのにイエスがキリストだという知識がないユダヤ教がクリスチャンを迫害しました。それから、そのあとカトリック教会が、聖書をもってイエスと言いながらも、イエスがキリストだという信仰を持っていなかったがゆえに、その無知のゆえにキリスト教会を殺したり迫害するようになりました。
ですから、この世から憎まれる理由の一つは、聖書を持っていながら聖書に無知だからです。いまもそういう時代がだんだん近づいてきて、もうその時代が始まったと言ってもいいのではないでしょうか。キリスト教の看板を掲げている教会は、世界中にあります。でも、本当にイエスはキリストですという信仰告白にいのちをかけている教会はほとんどありません。そういうところが憎むわけです。「なぜイエスのことばかり言っているのか」。これが憎まれる理由でした。「伝道がそんなに大事なのか、伝道しかないのか」ということで憎まれます。なぜ伝道、伝道と伝道を強調するのかと憎まれたのです。それで首になりました。昔の話ではありません。いまもです。残念ながら教会の看板を掲げているからといってすべて教会だということは中々困難な時代を迎えていると思います。イエス様が山上の垂訓のところで、マタイ5：11-12、いままで正しい福音を持っている預言者の中で、迫害されて憎まれていなかった預言者はひとりもいませんでした。だから、あなたがたは、イエスの御名によってののしられたりすると喜びなさい。あなたがたは正しいのだよという裏返しのようなものなので喜びなさい。もちろん、皆さんがふざけているから周りから指差されることは、皆さんの責任であって修正しなければいけないものです。でも、基本、霊的には仲良くできません。本当は。そういう期待はしないようにしてください。信者であるがゆえに、あるいは信仰のゆえに患難に会うこと、それは当然なのでつまずく必要がありません。それは自分がイエス様に属している、イエス様と同じ扱いを受けるものなのだという証しのようなものです。ですから、どんなに憎まれて、患難の中にあるとしても平安を保ち、大胆でありなさいと言われているように、少しも揺れる必要がありません。最終的には、イエス様がおっしゃっているように、私たちはもうすでに世に勝ったのです。
それから、クリスチャンとこの世との関係は、憎まれる関係であるのにもかかわらず、基本、信者、教会にとって、この世は愛の対象です。憎まれるところなのに、クリスチャンはだからといって、それにお返しをする存在ではなく、彼らは私たちを憎むことしかできないのに、そういう世の中を愛するしかない、愛さなければいけない関係です。ここをしっかり覚えていなければいけません。なぜなら、そのような世の中ですが、神様がその世を愛していらっしゃるわけです。神は、実に、ひとり子をお与えになったほどに、この世を愛された。私たちもその世の中にいた者なのです。ローマ5：8、まだ罪人であったときに、イエス・キリストが十字架で死ぬことによって、私たちに対する神様ご自身の愛を明らかに示されました。Ⅰヨハネ4：10にも、私たちが神を愛したのではなくて、神様が先に私たちを愛して、ひとり子イエス・キリストを十字架に引き渡されたとあります。ですから、この世の中はどんなに私たちを憎んでいても、私たちは同じくお返しして憎むことは許されていません。愛するところのです。そして、その憎んでいることが、ただ彼らの思いだけではなくて、暗やみの支配者によってのことなので、信者、教会は、その暗やみの世を生かすことができる唯一の希望なのです。皆さんの内側にその暗やみの世に対して希望になるキリストがいらっしゃるわけですから。だから、教会、信者は、この世の希望なのです。イエス様があなたがたは世の光、世の塩とおっしゃったし、Ⅰペテロ2：9、王である祭司と言われているわけです。それが信者です。だから、この世から憎まれたからといって、世に対して敵対心をむき出しにしたり、距離をおいたり、避けたり妥協したりしてはいけません。この世は、にもかかわらず愛さなければいけないところです。だから、ヨハネ17：18を見ると、イエス様がこのようにおっしゃいました。父がわたしを世に遣わしたようにとあります。なぜ神様はイエス・キリストを世に遣わしたのでしょうか。この世を愛して、滅びるしかない、神に敵対して滅びることしかやっていないこの世を愛して、この世を助けるためにひとり子を送ったのでしょう。それと同じように、わたしも彼らを世に派遣しますとおっしゃっているので。なぜ世に派遣するのでしょうか。イエス様が派遣されたことと同じことをやるためにです。滅びるしかないイエスを憎む暗やみに捕らわれているかわいそうなこの世、科学に期待し医学に、人の愛情に期待を託して、希望を求めている。しかし、結局滅びるしかない、だまされているかわいそうなこの世の中を助けるために私たちは世に派遣されている存在です。これが信者です。つまり、この世を神がイエス・キリストをとおして愛されたように、この世を愛しなさいという目的のゆえに派遣されているものなのです。
最後に、基本、信者、教会は、この世を愛する関係なのですが、その理由が何かというと、暗やみの世の中ですが、そして、イエス様を憎んでいるこの世ですが、その中に神様が救いのために定められたたましいが間違いなく備えられているわけなので、だから、この世を愛するわけです。使徒13：48、永遠のいのちに定められている者は、皆信じていた。ヨハネ17：20を見ると、イエス様がおっしゃっています。弟子たちだけではなくて、彼の言葉を聞いて信じる人々のためなのです。つまり、私たちの言葉を聞いて信じる人々が世の中に、暗やみの中にいまだ備えられているわけです。ローマ10：13-15、しかし、このイエス様のお話を聞かない限りは信じることができないでしょう。だから、聞かせないといけないでしょう。福音を伝えるその足元はどれほど美しいものなのだろうかと言われています。そのような役割が私たちにはあるので、この世の中を私たちは生きているのです。もしそうでなければ、憎まれる世の中を生きる理由がないでしょう。死んで天国に行けば最高なのです。昔のように、嫌だったら山の中に逃げて、そこに修道院などを作ってみな遮断して、私たちだけで暮らせばいいのではないでしょうか。契約のコミュニティだけで。でも、信者とこの世との関係はそういうものではありません。地の果てにまであらゆるところに出ていきなさいと言われています。彼らには愛が必要なので。だから、石を投げられて憎まれていても私たちは、死んでいきながらもステパノのように「主よ、彼は自分たちが何をしているのかわかりません。彼らを許してください」と、このように愛する関係です。因果応報的にやられたらやり返す、倍返しだというのは、クリスチャンにはありません。クリスチャンは、やられて憎まれて愛する者なのです。皆が不思議に思うでしょう。昔、北朝鮮の共産主義の兵士によって牧師の息子が二人とも殺されました。あとでその犯人の二人が捕まってきました。戦争状態なので、なにをどうしてもかまいません。それで捕まえてきた軍人が牧師に対して、好きなようにしていいですと言われたときに、「私はイエス様の愛によって、彼らを許します。彼らを私の息子として受け入れます」と言います。養子にして彼らを育て、二人が牧師になりました。自分の息子を殺したものが。私たちはそこまで行けなくても、この世に対しるスタンスをはっきりしないといけません。嫌なことがあったり、クリスチャンだからということでいじめられたり、あるいは仲間外れになったりということがあっても当然だと思ってください。それにもかかわらず、皆さんは愛を尽くす、それが伝道です。

この世は、かたちはどうであれジョン・バニヤンが言ったように、もうしばらくすると滅ぶることが定まっている城というところです。それがわかっていれば、この世にはクリスチャンを通して流れるイエス・キリストの愛の他には希望がありません。ステパノのように石を投げられても愛を貫くクリスチャンであることを祈りたいと思います。それはステパノの前にイエス様ご自身がおっしゃいました。彼らを許してください。それがクリスチャンです。これからは皆さんがそれぞれのいろいろな現場があるでしょうけれども、世の中を生きていくようになります。この世を避けて逃げたりせずに、あるいはこの世に対して肉的な期待もせずに、あるいは、この世に生きていくために、生き残るために妥協して同化していくこと、そうしないといけないのだなと思ってやる人もいますが、それはやめてください。あるいはこの世とどっちが勝ったのか負けたのかということでケンカしたりすることも、これからはやめてください。この世は、ひとつだけです。私たちにとっては、伝道の対象です。世の中をそういう目で見てください。愛の対象です。そして、自分はその世を生かす伝道者なのだという確信をもってください。そして、どこから始めるかといますと、いま皆さんに許されているところ、いま皆さんがいらっしゃる現場、そこが宣教地なのだという意識をぜひ持って、愛の祈りを始めてください。ステパノが石を投げられて死んでいきながら祈っていたその祈りを皆さんが生きている間に皆さんの現場で祈っていただきたいと思います。現場は宣教地です。皆さんが愛すべきところという意味です。嫌な上司がいるでしょうけれども、到底、受け入れられない旦那さんがいるかもしれませんが。愛の対象、伝道の対象です。何から始めればいいでしょうか。祈りを始めましょう。本当に愛をもって祈り始めるようにお祈ります。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。罪人でありました私たちがイエス様と同じ扱いをされるところに引き上げられて、イエス様の実を結ぶことが当たり前な祝福な存在であることを感謝します。しかし、その実を結ぶ世の中は、私たちを基本、憎むようになっていますが、私たちはその憎む世を愛するしかないクリスチャンであることを心から感謝します。イエス様と同じ道をたどって歩いて行けるようにひとりひとりに恵みと力を与えてください。今日から現場を宣教地としてしっかり見つめて、そのイエス様の祈り、ステパノの祈り、愛の祈りを始める信者になるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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